
S HIROは2025年 12月9日（火）より、ソウル特別市松坡（ソンパ）区にあるLOT TE WORLD M A LLの1Fに、
今年4月にオープンした聖水（ソンス）の旗艦店に続き、韓国2号店となる「SHIRO LOTTE WORLD MALL」を
オープンいたします。このエリアはファッションやグルメなど、最新トレンドとライフスタイルの発信地であり、韓国の“今”
を感じられるスポット。この土地で、多くの方々に製品を手に取っていただき、たくさんの笑顔をお届けできればと
思っています。

SHIROはバージン材を極力使わず、世の中にある端材や廃材にクリエイティブを注ぎながら、今あるものを活かす
お店づくりに取り組んでいます。そのために大切にしているのが、その土地の歴史や文化背景を知るためのフィールド
ワークです。今回は、韓国の政治と金融の中心地である汝矣島（ヨイド）を起点にいくつかのフィールドワークを重
ねました。その中で出会った端材や古材に新たな価値を見出し、LOTTE WORLD MALLのお店づくりに活かして
いきます。

使用するのは、鉄鋼工場地帯の文来洞（ムンレドン）にある鉄工所で、ずっと置かれたままになっていた筒状の鋼材や、
韓国の伝統的な木造建築である韓屋（ハノク）を解体する際に出た古材です。店頭では、これらが空間を彩る什器な
どに生まれ変わります。また、壁面や陳列棚なども、繰り返し使えるよう分解して組み立てられる設計にすることで、
廃棄物を生み出さない未来を叶える、SHIROのお店づくりを実現します。

韓国で出会った端材や古材を活かしたお店づくり

2025年12月9日（火）に、韓国2号店となる
「SHIRO LOTTE WORLD MALL」がオープン。
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余分な壁をつくらず、建築躯体をそのままお店の一部に

私たちはお店づくりにおいて、「捨てない」そして「新たにつくらない」ことを大切にしています。「SHIRO LOTTE WORLD 

MALL」の店舗面積は13.11㎡。奥行きの少ないこの空間を、最大限に有効活用する方法を考えるところから、今回のお店づくり
はスタートしました。まず向き合ったのは、建築躯体です。躯体を隠すために新しく壁をつくると、面積が狭まるうえ、その分の
資材も必要になります。そこで今回は、“あえて躯体を見せる”という方法を選択しました。耐火処理が施された鉄骨は、そのデザ
インを活かしてそのまま壁面の一部に。右サイドの壁面も、手を加えずコンクリートを露出させています。また、ファサードや天井
には塗装のみを施し、床は既存のものを使用。使える部分は極力そのまま活かし、手を加える箇所を最小限にすることで、最大
限の店舗面積を確保しながら、余分な資材を使うことなく新たな空間を生み出すことを目指しました。

繰り返し使えるデザインで、捨てない未来を叶える

お店に近づくと目に飛び込んでくるのが、躍動感あふれるフリードローイングを施した、陳列棚の奥の壁です。使用しているのは、
グレーの石膏ボード。その素地を活かし、上から大胆かつリズミカルに、ロッテグループのシンボルマークである「L」から着想を
得たグラフィックを描いています。もしかしたら将来、別の区画に移ることを考え、この石膏ボードは分解可能にしました。

また、ディスプレイ什器も同様に、すべて置き型にすることで、次の場所への移設が容易に行えるデザインにしました。これらの
什器や陳列棚に使用するのが、ムンレドンの鉄工所にずっと置かれたままになっていた筒状の鋼材や、金属を加工する過程で出た
端材です。まずレジ台には、幅の異なるスチールパイプをリブ材のようにあしらい、唯一無二の表情を生み出します。中央と右手
に配置するディスプレイ什器、そして奥の陳列棚の支柱にも、スチールパイプを活用。ステンレスの天板と組み合わせた陳列棚は、
いつか別のお店でも使い続ける未来を見据え、ビスを外せば簡単に解体でき、新しくデザインができる仕様になっています。

右の壁面にある「23H」の文字は、過去の建設時に書かれたもの。建物が紡いできた歴史を感じられるよう、ありのまま残すことに。
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金属の風合いを活かしたミニマルな空間に温もりを添えるのは、ハノクの古材を使用した平台什器です。かつて韓国の伝統家屋
に使われていた木材からは、どこか懐かしさが漂い、この土地に暮らす人々の息づかいさえ感じられます。その国の歴史ある産業
や文化を尊重しながら、その土地でしかつくることができない個性を表現するのも、SHIROが大切にしていることのひとつ。
そのためには、まず私たちがその土地で出会った資材への理解を深めること、さらには、新しい活用方法を提案していくことが
重要だと考えています。

韓国で出会った資材を活かし、壁や什器に至るまで、次の使い道を考えながらお店づくりをする。廃棄物ゼロを目指し、捨てない
未来を叶えるために考え抜いた工夫とこだわりを、店内の至る所で感じていただけたら嬉しいです。

※12月9日（火）のショップオープンにあわせ、同日より「LOTTE DEPARTMENT STORE MALL」でもお買い物をお楽しみいただけます。

SHOP DESIGN

設計を担当したDRAWERSの小倉  寛之さんは、空間デザインにおいて美しさや利便性を追求すると同時に“つくる
責任”を意識し、未来を考えたプロダクトデザインやクリエイションを行っています。「SHIRO LOTTE WORLD 
MALL」以外にも、「SHIRO Seongsu」や「SHIRO 札幌ステラプレイス店」、2024年にオープンした北海道長沼町
の一棟貸し宿泊施設「MAISON SHIRO」、そしてSHIROの東京オフィスも設計を担当しています。

小倉  寛之
兵庫県小野市出身。京都造形芸術大学（現 / 京都芸術大学）芸術学部環境デザイン学科卒。
cafe co.勤務ののち、2011年インテリアデザイン事務所DRAWERSを設立。循環し、未来につながる
創作活動に取り組む。2020年より、クライアントワーク以外の活動をスタート。そして、インテリア
デザインを通して、廃材に新たな価値を生み出すプロダクトブランド「wa/ter」の運営も行う。

PARTNER SHOP NEW OPEN / LOTTE WORLD MALL

「SHIRO LOT TE WORLD MALL」
所在地：ソウル特別市松坡区オリンピック路300 1F
営業時間：10:30 -22:00
取扱製品：スキンケア・メイクアップ・フレグランス
フロアマップ、営業日、営業時間につきましては、LOT TE WORLD MALLのホームページをご覧ください。
https://w w w. lw t .co.kr/ jp/

https ://drawers- des ign .com/DR AWERS

https ://water-sup.com/

@tete _drawer

@water_ products _des ignwa/ te r

SHOP NEW OPEN / LOTTE WORLD MALL

鉄鋼工場地帯のムンレドンで見つけた筒状の鋼材 韓国の伝統的な木造建築であるハノクの古材



「自分たちが毎日使いたいものをつくる」というシンプルな想いからスタートしたコスメティックブランド。

自社内に開発から販売まですべての機能を持ち、創業当初からエシカルな信念に基づくものづくりを続けている。

厳しい自然が育んだ素材を国内外から見つけ出し、そのちからを最大限に引き出すスキンケア、メイクアップ、フレグランスアイテムを提案。

日本全国に直営店舗を展開するほか、ロンドンや台湾、韓国に実店舗を構え、米国では自社EC、中国では越境ECでの販売を行う。

製品に使う素材同様、厳選した食材を届ける食のセレクト[SHIRO LIFE]、素材のおいしさを料理で伝えるカフェ[SHIRO CAFE]、

SHIRO が提案する美しさを最大限体感できるサロン[SHIRO BEAUTY]などの業態も展開。

2021年6月から、SHIROの創業地である北海道砂川市にて、工場の移転新設と市全体の活性化を目指すまちづくり

「みんなのすながわプロジェクト」を推進。2023年4月に新工場と付帯施設を含む「みんなの工場」をオープン。

2024年4月、従来の方法とは異なる、森林環境に配慮した“森の都合に合わせた設計建築”を進め、一棟貸しの宿泊施設

「MAISON SHIRO（メゾンシロ）」を北海道長沼町にオープン。ブランド誕生から15周年を迎えた2024年には、ものづくりとお店づくりの

2つにおいて、すべての資源の価値を見つめ直す「SHIRO 15年目の宣言」を表明し、地球の未来のために廃棄物ゼロを目指すことに取り組む。

また、「SHIRO リユースプロジェクト」が始動。社会の新しい標準を創出するため、使用済みガラス容器と衣類を回収する。

2025年4月、韓国・聖水でフィールドワークを行い、歴史的背景をリスペクトしながら、既存の資源に少しのクリエイティブを加えた

お店づくりを実現。

2025年11月21日、北海道砂川市「みんなの工場」の敷地内にイノベーティブレストラン「MORISHIRO」をオープン。

北海道の森にある貴重な食材を余すことなく料理するレストラン。11月7日からTableCheckにて予約をスタートしている。

SHIROについて

企業名 ： 株式会社シロ

所在地 ： 〒107-0061 東京都港区北青山 3-6-7 青山パラシオタワー 8F

設立 ： 1989 年 10 月 23 日

代表取締役 ： 福永 敬弘 （ふくなが たかひろ）

事業内容 ： 自社ブランド「SHIRO」の企画、開発、製造、販売、

    店舗運営 （「SHIRO / 化粧品、雑貨」「SHIRO LIFE / 食物販」「SHIRO CAFE / 飲食」

　　　　　　 「SHIRO BEAUTY / サロン」）、SHIRO オフィシャルサイト / オンラインストアの運営、通販事業運営、

　　　　　　　直営ホテルの運営（「MAISON SHIRO」「砂川パークホテル」）、

　　　　　　　レストランの運営（「MORISHIRO」）、北欧インテリア雑貨の輸入、販売代理（「biotope」）

URL ： https://shiro-shiro.jp

会社概要

お問い合わせ先

シロ カスタマーサポート

E-mail： info@shiro-shiro.jp




